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高温障害による農作物被害への対策を求める意見書 

 

今年は過去最高の猛暑日を記録し、農作物の高温障害が発生しています。特に米にお

いては６割が等外となり、反当たり収穫量も２割強の収穫減となっています。等外にな

る要因は白未熟粒や亀虫による着色粒で品質が低下しています。 

亀虫の発生は、薬剤を散布すれば防ぐ事もできたと思いますが、猛暑の中での薬剤散

布は高齢者にとっては命懸けとなる状況でした。 

肥料等生産資材価格の高騰・高止まりなど、農業生産者の営農継続は厳しい状況にあ

り、農業離れが進み、耕作放棄地の増加や害獣による農作物への被害拡大など、環境悪

化の悪循環が生じかねません。 

農業は私たちの食料安全保障や地域経済の基盤に不可欠な存在であり、この重要な産

業の存続を図るためには、高温障害への対策が急務です。 

高温障害は米だけでなく、梨を含む多くの農作物においても発生している現状を確認

しました。農業生産者は農機具の原価償却費や材料費（肥料他）を差し引くと実質赤字

に陥る状況です。このままでは生産者の経済的な負担が増し、農業の持続性や地域経済

の発展に悪影響が懸念されることから、ついては、次年度に向けて営農継続が図られま

すよう、下記事項を要望する。 

 

記 



 

 

 

１ 農業生産者の支援策の充実を図る。 

高温障害により、農産物の収入減少が見込まれていることから、高温障害に対して、

生産者への補償や保険制度の整備をすること。また資材価格の高止まりが続いており、

農業生産者の営農継続と経営安定に繋がるような支援を講じること。 

 

２ 高温障害に対する従来の対策の見直しを講じる。 

高温対策の研究開発に予算の増額を行い、新たな技術や農薬の開発に取り組むこと、

また、高温耐性品種の普及促進を支援するための助成金や補助金の増額を検討するこ

と。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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